










　神経・筋接合(N-M-J と略す)は連動性神経線維と筋とを有機的に結合する特

異な構造であり,神経刺戟を筋に伝えて収縮や弛緩を生ぜしめるものである.こ

の N-M-J に関する研究は,生理学的研究はかなり進んでいるのに反し,形態学的

研究,ことに病的条件下の N-M-J のそれは著しく遅れている．種種の病理組織

標本で N-M-J に遭遇する機会の少いことも,その理由の一つである.

　このような点で in vitro の N-M-J は鏡下で前角細胞からその神経突起,さら

に筋との接合部を観察しうる点,神経支配をうけた筋では活発な自発性収縮を

行っていることなどから.N-M-J を問題とする研究には格好の材料である.


